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青少年健全育成事業に対して補助金を交付しています

講演会の開催

下田市
「思うことあれこれ
　　　～人づくりと青少年健全育成～」

レク楽のひろば
レクリエーションの紹介・普及と指導者養成

（レク楽の会）

放棄農地再生活動を
　　　通じた自然体験学習
土作りから始める食育活動

（まきのはら水辺の楽校）

子ども・若者の居場所
　「みんなの夢応援プロジェクト」
市民が気軽に集える場づくり　他

（ユースネットふくろい）

みんなで作る
　「いつでも満開むぎのほ花壇‘20」
小学校内の花壇の整備
（富士根南小学校応援団「愛育会（PTA)＋C（地域）」）

青少年のための
インターネット安全利用啓発事業

県民運動推進事業費補助金とは･･･

小・中・高校生用のインターネット
学習教材の配布
（特定非営利活動法人 e-Lunch（イーランチ））

裾野市
テレビ寺子屋公開収録講演会
  「やる気ってなんですか？」
  「ストレスから学ぼう、
　　  コロナ禍での心の整え方」

三島市「子供がSOSを出せるためには」

御殿場市
「コミュニティスクール　
　 学校と地域でつくる学びの未来」

様々なテーマで講演会が行われました
ふじのくにユースネット

FUJINOKUNI  YOUTHNET

Information
11月は子供・若者育成支援強調月間です

特集をCheck！
わたしの主張 2021 

静岡県大会 開催
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今年度は
下田市で開催！

　静岡県青少年育成会議では、子供・若者たちの明るい
未来のために「地域の子供は、地域の大人が育てる」を
テーマに、今、私たちにできることを考え、実践する
きっかけとするため、毎年県大会を開催しています。

最優秀賞は
御殿場市立高根中学校 ３年

勝又  悠翔 さん に決定！
かつまた は る と

　青少年育成県民運動の積極的な展開を図るため、
青少年健全育成事業を実施する正会員などの皆様に
交付する補助金です。
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わたしの主張 2021 静岡県大会 ～出場者のみなさん～

優秀賞（３名）

優良賞（８名）

学ぶということ 袋井市立周南中学校　３年　小島 　葵

応募者数12,300人の中学生の中から、12人が出場

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　映像により審査会を開催しました。

静岡県大会
日時：令和３年９月18日（土）
場所：静岡県庁～今、中学生が伝えたいこと～

最優秀賞

はると池 御殿場市立高根中学校　３年　勝又 悠翔

最優秀賞は、「少年の主張 全国大会」の
出場候補者として推薦されます！

主催

後援

静岡県教育委員会　静岡県青少年育成会議
独立行政法人国立青少年教育振興機構
静岡県校長会　（公社）静岡県私学協会
静岡県PTA連絡協議会　静岡県私学保護者会

（審査の様子）

　いま、僕は新東名高速道路の上に立っています。高速道路からは、西に富士山を臨み、東には僕たちが住む高根地区の
豊かな田園風景が広がり、僕の家も見えます。そして、足下の高架橋の脇には、希少生物が住むビオトープがあります。
　令和３年４月10日、新東名高速道路新御殿場インターチェンジが完成しました。これにより、静岡県東部と山梨県とを
つなぐ交通網が完成しました。
　この10日ほど前、インターチェンジの完成を記念して、新東名高速道路を歩く機会がありました。道路を歩いていた人
からは、｢これで、ここもにぎやかになるね｣とか｢もし自分が病気になっても、この道があれば大きな病院にすぐに行ける｣
など、様々な声が聞こえました。このとき、僕は昔の自分を思い出していました。
　僕の家には｢はると池｣がありました。はると池とは、僕が生まれたお祝いに祖父が造ってくれた池です。池には多種多様
な動植物が住んでいました。絶滅危惧種で冷たい水を好むホトケドジョウや、夏になるとまるで夜空の星のように美しく
輝くゲンジボタル、お腹のふくれたイモリのメスや水面からちょこんと顔を出しているミズカマキリなど、かわいらしい
生物を四季を通して眺めることができました。僕は祖父といっしょに毎日この池の管理をしてきました。水の量の調整や、
水に不純物はないかなど調べ、池の生き物の生命を守ってきました。
　ところが、新東名高速道路を建設するために、はると池がつぶされることになったのです。４年前、祖父からこの話を
聞いた時、僕はその意味を理解することができませんでした。道路なんかのためになんで大切な池がつぶされなきゃいけな
いの？はると池には珍しい生き物がたくさんいるのに、何の権利があってその命を奪うの？道路ができると便利になるって
いうけど、そんなの大人たちの勝手な都合じゃん。そう思い、僕は無性に腹が立ちました。祖父の話には続きがありました。
｢でも、その代わりに、ビオトープといって、はると池の２～３倍もある池を造ってくれるんだって。｣
　祖父に詳しい話を聞いてみると、はると池にいる生物が貴重なため、できる限り彼らをビオトープに移す計画が進んでい
るというのです。僕は、またあの光景が見られると思うととてもうれしかったのですが、ビオトープは道路の脇に造られる
らしく、環境面が心配でした。車が通るせいで水質が悪化したり、空気が汚れたりして、植物が育たなくなるのではないか、
環境の変化に弱い生物は生きていけないのではないかと、胸が痛みました。
　そこで、僕は自分のやるべきことを考えました。それは、僕がビオトープに通い、
ごみや藻などを取って、少しでも池の環境を守るということです。これは僕に
しかできないことです。それからは毎日忙しく池に通いました。自分でも不思議
でしたが、僕はこの日常をとても気に入っていました。その後、ビオトープの
周りには、セリやハナイカダ、タマアジサイなど四季折々の美しい花が咲き、
水辺にはサワガニやアオガエルが楽しそうに歩き、池の中ではホトケドジョウや
メダカが気持ちよさそうに泳いでいます。
　最初僕は、大人のせいで池がただ壊されるのだと思いこみ、むやみやたらと
腹を立てていました。そこには自分のことしか考えていなかった僕がいました。
でも、ビオトープに通い、ごみを拾い環境整備をしていくうちに自分の気持ちの
変化に気づきました。地域開発と環境保全は両立できるのです。
　近年世界では大規模な森林伐採や二酸化炭素の排出による地球温暖化の影響
で、砂漠化や海面上昇など多くの環境問題が深刻化しています。でも、僕は人類
の英知を信じています。ビオトープを通して、中学生の僕が環境保全を進めるこ
とができるのだから、大人の人たちもきっと環境問題を解決してくれるはずです。
もちろん僕たちの世代も時代をつなぐ努力をしていきます。僕のビオトープの
ように、地球がいつまでも美しい星であるために、世界中の人たちと、みんなの
暮らしや自然について真剣に考えるときが来ているのです。未来は僕たちの手の
中にあるのです。

　「学習する意味って何。」そんな疑問をぶつけても、返ってくるのは、曖昧な回答ばかり。しかし、友達のある一言で、
一見無意味な知識の数々や、学ぶという行為によって得たものに気づくことができました。自分を形成し世の中を生き
抜く力を手に入れるため、私はこれからも学習し続けます。

私は私でいい 三島市立北上中学校　３年　平野 玲香
　私には、日々の生活が充実していて水泳選手の姉がおり、私は自分自身に劣等感を抱いていました。中学２年生の
ときの面談で、先生に「私は私でいい。」ということを伝えられ、自分自身と向きあえるようになりました。私は周り
と自分を比べる人に私は私でいいと自身を好きになってほしいです。

もしも私があなたなら… 浜松市立曳馬中学校　３年　柳迫 心佑
　多様な言語と国籍の人の中で育った私ですが、母が作ってくれた環境のおかげで今、全くそれらを意識することなく
生活できています。一方で、外国にいる母の姉の死を通して外国で結婚し子供を産み生活を続ける母の苦労を感じました。
私も多様性を受け入れる人でありたいと思います。

両河内の一体化を目指して
静岡市立清水両河内中学校　３年　望月 柚那

　私たちは今、来年４月に小中統合を控えています。コロナ禍
でもリモート通信を活用することで、３つの小学校をはじめと
した多くの方々と交流し、校内はもとより、地域の一体化を
目指してきました。現在は、隣接する和田島小学校との合同
体育祭の準備に力を注いでいます。

「言葉」を使って相手に尽くす
不二聖心女子学院中学校　２年　鈴木 尊子

　今社会では、SNS による誹謗中傷が問題になっています。
誹謗中傷による被害者をこれ以上増やさないために、私達に
できることは何でしょう。私が友人との関わりで知ったこと、
それは言葉を使って相手に尽くすことです。言葉を使って私は、
相手に寄りそい、笑顔にさせていきたいです。

自分らしく生きるために
浜松市立佐久間中学校　３年　山﨑 夏帆

　皆さんは自分らしい生き方をしていますか。この世には性別
を含む多様性が存在します。多様な人は特別ではなく、私も
あなたもみんなが多様な人……それに気づくことが全ての人に
とって安心で安全な場所を守り、互いを受け入れ、寄り添える
人でいっぱいの社会を実現する一歩になると思います。

人と違うこと
藤枝市立青島中学校　３年　紅林 夕奈

　久々にあった友人との会話で以前から考えていた『個性』
について改めて考える機会がありました。学校の制服の変化
や中学１年生の夏に体験したアメリカへの留学を通して、
私は『個性』への理解には生活する環境が大切であることに
気がついたのです。

伸ばしても大丈夫
沼津市立門池中学校　３年　渡辺 莉子

　私は、ヘアードネーションという活動を通して、社会に潜んで
いる、ヘイトや偏見を、自分の身をもって実感しました。私が
偏見を持たれると共に、私自身も、知らず知らずのうちに、
誰かに偏見を抱いていました。この経験を経て、私たちが目指す
社会はどういったものかを考え、主張します。

夢に向かう
焼津市立小川中学校　３年　古川 七海

　先輩が美術の道に進んだことに対して、私はどこか他人事の
ように感じていました。そんな私に対するクラスメイトの否定
的な一言とある漫画に出てきた言葉は、先輩の強い思いに気づ
かせてくれました。私も先輩のように自分を信じて、自分の道
を歩んでいきたいと思っています。

本当の友達
静岡市立清水第一中学校　３年　近藤　彩乃

　本当の友達。それはどんな人なのでしょうか。中学２年生の夏、
私は自分なりの答えを見つけました。いつも正直に向き合って
くれる彼女の存在に気づいたからです。このことをきっかけに、
友達との関係はどうあるべきか、友達にどう声をかけていけば
良いのかを、考えられるようになりました。

私たちの話し合い
掛川市立東中学校　３年　高田 帆乃夏

　私は人前で意見を言うことが苦手だ。しかし、私の意見に
反応してくれたクラスのみんなのおかげで、一人一人の意見は
価値のあるものだと思えるようになった。聞く人が認めてくれ
るだけで、｢正解を求める話し合い｣から、｢私たちの話し合い｣に
変わっていく。だから私は今日も手を挙げる。
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